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球磨川横断比較図（60/400）標高
(T.P.m)

築堤や河道拡幅を実施

人吉

流域や洪水被害等についての補足 球磨川水系

時間毎の流域平均雨量を比較→ 両者の相関は良好

▼ﾚｰﾀﾞｱﾒﾀﾞｽによる雨量分布▼雨量観測所データ（人吉地点上流 ※35箇所 約32.5km2/箇所）

人吉地点上流域における雨量観測所の配置状況。球磨川水系における１次支川の流域面積の状況。 森林地域における雨量観測所のデータについては、レーダ
アメダスのデータと比較したところ相関は良好。

▼雨量観測所ティーセン分割
（国土交通省所管 ﾃﾚﾒｰﾀｰﾃﾞｰﾀ）
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Ｓ47.7洪水に比べてＳ57.7洪水は流量が大きいにもかかわらず被害が少なくなっていることについては、以下のとおり。
○ 被害の数量は、流域市町村ごとに集計されており、支川・流域近傍の河川・土砂災害によるものも含んでいるため、

一概に比較できないが、人吉市街地では、築堤や河道拡幅等の河川改修の効果もあり被害を減少させた。

※支川や流域近傍の河川・土砂災害の被害を含む。

洪水被害等の実績

※最大流量は氾濫戻し等流量である。
洪水被害等の状況比較

人吉

雨量観測所 凡例
● 国土交通省所管
● その他所管（熊本県等）
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国道219号

Ｓ５７浸水範囲

533km2川辺川流域面積

1,137km2人吉上流域面積

1,880km2流域面積

4,0441,1134712,1642,44764合 計

20142113854717上流町村計

34341011,06250428人吉市

172427331672634中流町村計

3,328234210,5501,63315八代市

床下浸水床上浸水
家屋損壊

流出
床下浸水床上浸水

家屋損壊
流出

昭和57年7月洪水昭和47年7月洪水

平沢津

五木宮園

久連子

葉木
仁田尾

開持

※データの範囲

平成17年9月4日 0:00

平成17年9月7日 24:00
～

約7,100約5,5004,0441,11347昭和57年7月

約5,500約4,10012,1642,44764昭和47年7月

横石人吉床下浸水床上浸水
家屋損壊

流出

最大流量（m3/s）※被害の概要（戸）

発生年月日等

参考資料１ー１ １回目の委員会での審議の補足
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近年の豪雨による川辺川上流域の山腹崩壊とその後の状況について

平成１７年台風１４号では、仏像構造線に沿った地域で、
大規模な豪雨により、川辺川上流域において山腹崩壊が
多発（195カ所）。

出水後の現地調査により、川辺川最上流の集落である宮園
地区から約10km地点よりさらに上流で、河床上昇が確認
された（最大3.7m）。

球磨川水系

昭和38年豪雨災害を契機に直轄事業に着手し宮園地区より上流域に砂防えん堤を39基設置。

川辺川本川に設置の砂防えん堤２基（朴木、樅木）で、少なくとも約19万m3の土砂を捕捉。

・今後の出水により、これらの土砂が流下することが想定されるが、砂防えん堤より上流の土砂は
えん堤で捕捉されるため、一気に流出する可能性は少なく、本川等の下流河道への影響は小さ
いものと考えられる。

・砂防えん堤より下流の土砂については、宮園地区等への影響を把握するため、モニタリング等の
調査検討を行い、関係機関と調整を図りながら必要な対策を実施する。
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出典：「九州地方土木地質図」

昭和６１年３月

九州地方土木地質図
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約９万m3の土砂を捕捉
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川辺川河床縦断図（五木村竹の川地区上流）
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球磨川人吉上流区間、川辺川下流区間河床高の近12ヶ年の変化
近年の12ヶ年は、極所的な変動箇所を
除き、縦断的に安定している。

小原川
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○平成１１年９月台風18号による高潮被害について

未対策箇所（高潮堤防が存在しておらず、地盤高が低

い箇所）であった鼠蔵地区（球磨川本川河口）と新開

地区（前川河口）で高潮災害が発生。

○海岸堤防について

・農村振興局所管(熊本県) <金剛海岸>

→昭和４６年計画堤防高を確保

→現在、消波工施工中

・河川局所管(熊本県) <明治新田海岸> 

→昭和５７年計画堤防完成

○河川の高潮堤防について

・高潮区間の範囲については、打上げ波高

の減衰を考慮した高潮堤防高と洪水から

みた河川堤防高が交わる区間を設定。

（縦断図参照）

・高潮堤防整備は、現在実施中の鼠蔵地区

を除き概ね完成。

○高潮堤防計画は計画高潮位及び打ち上げ波高から決定

・計画高潮位：通常起こり得る満潮位（朔望平均満潮位）と高
潮偏差が同時に生起することを想定

・高潮偏差：気圧の低下及び吹き寄せに伴う水面の上昇

・打上げ波高：規模を伊勢湾台風級、経路を九州付近を通過
したS34年台風１４号を想定

○高潮堤防高：（T.P.6.20m）
≒朔望平均満潮位(2.00m)＋高潮偏差(1.56m)
＋打上げ波高(2.62m)

高潮計画における海岸堤防と河川堤防について 球磨川水系

着手前

完 成

新開地区高潮対策 （平成１２年度完成）
球

磨
川

鼠蔵地区の浸水状況

高潮堤防の考え方
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０ｋ

高潮区間
1ｋ7001ｋ700

高潮区間

鼠蔵地区

高潮堤防の状況

そ ぞう しん かい

金剛橋

球　磨　川 河 口　部　計　画　縦 断 図
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金剛橋 南川分流

余裕高
打上げ波高

高潮区間 1k700

鼠蔵地区

すりつけ区間
2k000

（打上げ波高の減衰を考慮した高潮堤防高）

熊本県
農林海岸

新開地区

鼠蔵地区

1k7001k700

2k2002k200

2k8002k800

床上浸水２戸、床下浸水床上浸水２戸、床下浸水1212戸戸

床上浸水１戸、床下浸水８戸床上浸水１戸、床下浸水８戸

球磨川

南 川
前 川

平成11年9月 台風１８号被災箇所

0k0000k000

0k8000k800

0k6000k600

河川名 高潮区間

球磨川 0k000～1k700

前   川 0k600～2k200

南　 川 0k800～2k800

そ ぞう

農村振興局所管(県)
〈金剛海岸〉

河川局所管(県)

〈明治新田海岸〉

３



H.W.L

平水位

94

96

98

100

102

104

106

108

110

-50 50 150 250 350
川幅（m）

距離標　61.60
中川原公園

H.W.L

平水位

94

96

98

100

102

104

106

108

110

-50 50 150 250 350
川幅（m）

距離標　61.00
河積不足箇所直下流

堤防未整備箇所
人吉市街地人吉市街地

特殊堤施工特殊堤施工

中川原公園中川原公園

現在の堤防法線
（S42から引堤実施）

H17.2撮影

人吉市街部（中川原公園付近）の河川の現状について 球磨川水系

●昭和40年出水により甚大な被害を被ったことを契機に、引堤等の河川整備を実施。
●川沿いに温泉旅館等が数多く存在し、市街部の中心が形成されていることから、大規模な家屋等移転が生じる通常の土堤による築堤方式を避け、特殊堤方式を採用
●流下能力を確保するため、平水位以上の部分の河床整正を実施中。
●水位上昇は中川原公園よりも下流の川幅が狭くなっている付近で発生。

○ 特殊堤は基本的に好ましくなく、余裕高の確保のみで採用。
○ 適切にモニタリングを実施し、老朽化等による機能不全を未然防止。

特殊堤の中には、完成より２０年以上が経過しているものもあり、
一部箇所でクラックの存在を確認

河川巡視の中で重点的なモニタリング
を行い、必要に応じてモルタル充填な
どの応急対策を実施

特殊堤の安全性

○昭和40～50年代にかけ、河積不足となって
いた箇所で左岸側約1.2kmの区間で引堤を
実施

○なお、一部用地未買収のため未整備箇所が
あり、河積不足となっている(L=約120m)

引堤の実施
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左岸痕跡高 右岸痕跡高

計画高水位 最深河床高

▼平成１７年９月台風における痕跡水位

河積不足箇所の上流で痕跡
水位が高くなっている。

中川原公園中川原公園

西瀬橋

繊月大橋

人吉橋

人吉大橋、小俣橋 水の手橋

山田川合流点

距離標（ｋｍ）

河床整正

　昭和42年2月 　平成 6年8月 　平成17年3月　昭和42年2月 　平成 6年8月 　平成17年3月

普段の水位

舟下りの運航ルートや
アユ等の生息場となって
いる瀬・淵を保全

軟岩層

（比較的河床に近
いところに分布）

普段、水の流れていない部分を掘削

河床整正概念図

砂礫層

○ 舟下りの航路や鮎の生息場などの河川環境へ

の影響及び軟岩層の存在を考慮し、平水位

（普段の水位）以上の部分について河床掘削

を実施中（河床整正）

４

距離標 61.60

距離標 61.00

　昭和42年2月 　平成 6年8月 　平成17年3月　昭和42年2月 　平成 6年8月 　平成17年3月



5,940m3/s

3,450m3/s
2,600m3/s

約500m3/s
1,280m3/s

0

2,000

4,000

6,000

0 3 6 9 12

←

　
流
 

量

7月3日

（m3/s）

7,040m3/s

3,380m3/s
3,700m3/s

約400m3/s
1,400m3/s

0

2,000

4,000

6,000

0 3 6 9 12

←

　
流
 

量

7月3日

（m3/s）

7,060m3/s

4,000m3/s

2,800m3/s

約300m3/s

1,170m3/s

0

2,000

4,000

6,000

0 3 6 9 12

←

　
流
 

量

7月3日

到達時間
（m3/s）

球磨川水系

人吉地点の基本高水のピーク流量7,000m3/sと計画高水流量の差が

3,000m3/sに対し、萩原地点では基本高水のピーク流量9,000m3/sと計画

高水流量の差が2,000m3/sとなることについては以下のとおり。

○ 基本高水のピーク流量

５つの流出計算を踏まえ、想定される洪水のうち最大の流量として最大

値を採用。

○ 計画高水流量

河道で対応する流量であり、５つの波形に係る洪水調節後の、最大の

流量を採用。

川辺川
型

本川上
流型

本川下
流Ⅰ型

本川下
流Ⅱ型

全川型
既定
計画

基本高水の
ピーク流量

7,040 7,060 5,840 5,950 5,940 7,000

計画高水流量 3,380 4,000 2,920 3,870 3,450 4,000

洪水調節量 3,660 3,060 2,920 2,080 2,490 3,000

基本高水の
ピーク流量

8,910 8,900 8,500 8,570 8,580 9,000

計画高水流量 5,340 5,890 5,850 6,550 6,130 7,000

洪水調節量 3,570 3,010 2,650 2,020 2,450 2,000

※ 下線は各地点、各流量の最大値

人吉

萩原

地　　　点

川辺川の合流量500m3/sの記載については、人吉地点の流量が最大となる時

の川辺川からの流入量を記載。（川辺川ダムによる洪水調節後流量）

本川上流型 本川下流Ⅱ型本川下流Ⅰ型 全川型川辺川型

川辺川
流域

本川
上流域

本川
下流域

川辺川
流域

本川
上流域

本川
下流域

川辺川
流域

本川
上流域

本川
下流域

川辺川
流域

本川
上流域

本川
下流域

川辺川
流域

本川
上流域

本川
下流域

5つの降雨パターン

【本川上流型】

→
人吉地点の基本高水
のﾋﾟｰｸ流量7,000m3/s
及び計画高水流量
4,000m3/sを決定

【川辺川型】

→
柳瀬地点の計画高水
流量1,400m3/sを決定

人吉・柳瀬地点ハイドログラフ人吉・柳瀬地点ハイドログラフ
（昭和（昭和4040年年77月）月）

人吉・柳瀬地点ハイドログラフ人吉・柳瀬地点ハイドログラフ
（昭和（昭和4040年年77月）月）

基本高水流量

計画高水流量人吉地点

人吉地点

柳瀬地点(川辺川）

【全川型】

→
人吉地点の流量が最
大となる時の川辺川か
らの流入量（合流量）
500m500m33//ssを決定

人吉・柳瀬地点ハイドログラフ人吉・柳瀬地点ハイドログラフ
（昭和（昭和4040年年77月）月） 基本高水流量

計画高水流量人吉地点

柳瀬地点(川辺川）

●

●

萩
原

人
吉

単位：m3/s
（ ）は合流量

←←4,0004,000←←7,0007,000

計画高水流量図

市
房
ダ
ム

川辺川ダム

基本高水流量

計画高水流量

柳瀬地点(川辺川）

工事実施基本計画の流量の記載について

川辺川の合流量
500m3/s

５
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林齢

面積
(ha)

林家数
（戸）

林業専業
労働者数

（人）
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(1970)
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平成12年
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12,453 12,335 13,618

115,806 117,033 112,851

34,567 35,962 34,241

5,9896,2766,759
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台風14号（平成17年9月6日）後の山腹崩壊状況（調査：平成17年9月12日）

人工林 自然林

0 10 20㎞

球磨川水系

出典：世界農林業センサス（2000）

林家とは、世帯である
林業事業体をいう。

過去１年間に
150日以上林業

の作業に雇われ
て従事した者

（人工林） （天然林）

森林の状況（樹種、状況、管理等）

出典：世界農林業センサス（2000）
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昭和45年
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昭和55年
(1980)

平成 2年
(1990)

平成12年
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伐採跡地

未立木地

竹林

広葉樹林
（天然林）

針葉樹林
（天然林）

広葉樹林
（人工林）

針葉樹林
（人工林）

面積

出典：世界農林業センサス（1970、1980、1990、2000）

※上記データは流域市町村単位の累計とした。（但し、大口市、えびの市、田浦町は除く）

球磨川流域植生図 森林(林種別面積)の変遷

林家数及び林業専業労働者数の変遷
林齢別面積

現存植生図（球磨川流域）

・天然林が減り人工林が増えている。
・全体の森林面積の増加はほとんど変化がない。

・木材価格の低迷に伴い、近年、
林家数及び林業専業労働者数が
半減しており、山林の維持管理
を難しくしている。

植生の違いに関係なく、山腹崩壊が発生。

・林齢別面積を見ると、昭和３０～４０年代の拡大
造林時に植林された樹木が、伐採適齢期を迎えて
いる。

川辺川ダム上流域における山腹崩壊状況（植生別）

森林(国有林・民有林別面積)の変遷

・国有林、民有林の面積の変化はほとんどない。

※公団等・・・緑資源公団、
森林整備法人（林業・造
林公社）等を含む

※

６

川辺川ダム上流域の植生区分
（平成11年時点）

山腹崩壊箇所の植生区分
（平成17年台風14号）

川辺川ダム上流域
面積470km2

崩壊箇所
の植生状況
崩壊地195箇所
１箇所／2.42km2

崩壊箇所数の植生区
分での比率

流域内の
植生区分毎の

構成割合

航空写真から判読区分
した面積での比率


